
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都商業教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究主題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

  学習指導要領の本格実施の時期である。 

各学校が策定したグランドデザインから学習指導要領の進捗状況を

把握する各校の学習活動の状況の実践を検証する。これから商業教育の

方向性を見出し、授業実践に反映させるために設定した。 

 

２ 研究のねらい 

次期学習指導要領の告示を見据え、ＤＸ人材育成を踏まえた商業教

育の在り方を探る。 

 

３ 研究内容について 

  主体的、対話的で深い学びの授業実践を検証し、課題を抽出し、解決
策などを掘り下げる。 

 

Ⅲ 昨年度までの研究概要 

 

研究主題 学習指導要領に対応した商業教育の改革について 

～次期学習指導要領の告示を見据え、ＤＸ人材育成を踏まえた商業教育の在り方を探る～ 

 当研究会は東京都高等学校校長実践研究会に所属し、今年度は都立

商業関係高等学校の校長 9名に加え、普通科高校の１名の全１０名の

部員により構成され、商業教育に関する研究活動を行っている。 

 ①令和５年度の実施状況 

６月 20 日 研究主題の決定、年間計画、役割分担の検討・確認 

７月 ３日 探究学習事例発表（一商）、実践事例発表（五商） 

９月 14 日 実践事例発表（大田桜台、四商） 

10 月 16 日 研究協議、情報交換 

11 月 ９日 研究協議 情報交換 

12 月 ８日 実践事例発表（江東商、芝商、三商、千早）  

 ②令和３・４年度の研究発表 

 令和 6年 8月 21 日㈬都立工芸高校にて発表（第一商） 

 



【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都商業教育研究会】 

Ⅴ 次期学習指導要領を見据えた研究等について 

 

Ⅳ 今年度研究概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習指導要領の実施状況の検証 

（１） 教科「商業」総合的科目「総合実践」について 

〇「商業の各分野について実務に即して総合的に理解するととも

に、関連する技術を身に付けるようにする」取組になっている

か。 

〇「ビジネスの実務における課題を発見し、ビジネスに携わる者と

して科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う」取組に

なっているかどうか。 

 などについて、実践事例発表と研究協議を通し検証した。 

（２）「簿記」への取組 

 〇資格取得至上主義から「探究」活動を取り入れた簿記の指導につい

ての研究協議 

（３）学校設定科目「ビジネスコミュニティ」の取組について 

 都立で２校のビジネスコミュニケーション科では、総合的科目「総合

実践」の代わりに「ビジネスコミュニティ」を独自に取り組みとして実

施している。ＤＸ人材育成への考察を含め、検証と研究を深めた。 

   

第三商業の総合実践 

 

 

 

 学習指導要領解説編「商業」第３章各科目にわたる指導計画の

作成と内容の取り扱い第１節指導計画の作成にあたって配慮事項

から、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善で「単

元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能

力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図

るようにすること。その際、商業の見方・考え方を働かせ、企業

活動に関する事象を捉え、専門的な知識、技術などを基にビジネ

スに対する理解を深めるとともに、ビジネスの振興策などを考案

して地域や産業界等に提案し、意見や助言を踏まえて改善を図る

などの実践的・体験的な学習活動の充実を図ること」となってい

る。 

 授業計画と実践事例を検証することで、将来の商業教育の方向

性を探る。 
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